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[巻頭言] かんとうげん.

やわらかにしなう心で

昨年主主れにタクシーに乗ったとき 「不景気とは言っ

ても食べることに困らなきゃ不満は言えませんね。先が

見えない不安をみんながいっぱい持ってる ・不景気

よりもそのことの方が問題でしょ。」というi型転手さん

の言葉に納得してしまいました。さまさまな!{!;に桜しI

社会の現況を却Lで!~じているタクシーの運転手さんだか

らこそ その思いには確かさと重みがありました。

111，年8月の政権交代以来，さまざまな話題に振り聞き

れつつも。Nffrもが先が見えない不安を抱えていることは

確かです 。数民主主成にかかわっては6年制や免討法の抜

本的改正等が注目されていますが，それについても先は

まだ見えません。

大学では，第IIWJ "fIJYJ目標・中JYJ計画 (平成22年度

-27年度)を踏まえた大学述営が平成22年4月からス

タート します。教育学部においては 第I期中期l目標

中期計画の最終年度である平成21年度に 大学院教育

学研究平|の第UJ改組として「学校教育笑践専攻Jが新
設され.学部では学校教貝養成課程 ・生涯教育課程 ・芸

術文化課程のコース構成とカリキュラムにかかわる改組

が行われました。 平成 22 年度からスタ ー卜 する第 日 J~J

中 J~J 目標・中JUJ計画では，教育学研究科の第 IIJUJ改組と

して教科教育専攻の改組が兵っ先に行われる予定でし

た。しかし 政権交代に伴う教員養成の制皮改革の方向

性が示されたことで!教育学研究科の第IIJ明改組に|刻す

るこれまでの構想では対応できないことになりました。

昨年 12月に開催された教育学部の外部評価において

外部評価委貝のいずれの先生にも指摘されたことは。「学

部のビジョンが見えないこと」でした。教育学研究科第

II WJ改組の棚上げによって 今後のビジョンを明確に示

しにくい状況が続きますので。教育学部の先生方は先が

見えない不安な思いで年を越したことになります。

今後の教貝養成改革推進の中核を担っている鈴木先文

部科学高IJ大使は。ある教育雑誌の記事の中で.r学校は

l 

教育学部長

長津由喜子

何と言っても子ともと教姉が主役で，地域の人や保護者

が名目品役として閉めます。『現場主義』ということが大

切で。それをこれからも応援していきます。Jと言って

います。教育に|浪らず.r現場主義」はよく批判の対象
になりますが，現在の研究科及び学部教育においてキー

ワードとしている「笑践的指導力」の育成は，今後の教

員養成のi~IJ度改革の方向性に沿うものとしてあります。

平成21年度改組にはじまり 今後絶えることなく行わ

れなければならないカリキュラム改i下も.r実践的指導
力」の育成を軸として進められています。しかし 「実

践的指導力」は学生が備えるべき資質であってビジョン

ではありません。

地域の指導的役割を担う方たちが教育学部に求めてい

るのは.アドミッション ーポリシーとしての理念ではな

く。それを笑'!Jlするために行政を含めて地域の人々とい

かに手を携えて教育システムを構築するか.その現実的

な方略であろうと 思います。 その点を学m~巡営が担って

いることを重〈受け止め。教員養成改革にかかわる新た

な情報に対応しつつ.教育の目標を見失うことなく そ

こに至る現実的な手立てを盤えることに力を尽くす必攻ー

があると思っています。先が見えない不安な今だからこ

そ 「やわらかにしなう心」を持って相11のごとく教員養成

に温かな陽光をもたらす春を待ちたいと思います。

昨年8月に前学部長の加藤義男先生のf去を引き継がせ

ていただきました。力量不足に悩みつつも 周りの先生

方や!倣貝の方々に支えられ。そして何より教育への熱い

心を持った学生たちの姿に励まされながら 何とか与え

られた役割を遂行したいと型、っています。

北伊l会のみなさまには これまで長年にわたり。さま

ざまなかたちでご協力 ご支援をいただいております。

改めて心から感謝申し上げますとともに。今後ともにご

協力 ・ご支援 さらにはご指導を賜りたくお願い申し上

げます。



[特集]

岩手大学教育学部に期待すること

1 はじめに

1:1ヒ桐」編集委員会から一通の手紙が届いた。「北桐J

への笥杭の依頼である。かつて編集に挑わったことのあ

る者として、 ~rq'i'íを祭知 l して引き受けることにした。

いただいたお組は「岩手大学教育学部にJ例制すること」

である。恐れ多くてそんなことを羽けるわけがない。た

だ、岩手大学のおかげて‘念願の教師になり、 仕事を全う

することができ、今また母校で教員養成のお手伝いでき

ることへの感謝の気持ちを込めて、駄文を認めることに

した。

2 中高の先生のおかげで大学へ

中学校の担任の先生の影響で教師iになることを中学時

代に決めた。学股もない親、経済的にも恐まれない状況

の中で、すべてをわかって奨学金のことまでお世話して、

同校進学を勧めてくださったのが担任の先生である。

また、 ~::j3の姐任の先生の指導がなければ進路の尖税

はかなわなかったといってもいい。いよいよ進学先を

決めるl時期jになった時、岩手で教貝をやるなら「岩手大

学がいいjとのアドバイスがあった。「岩手大学でいいJ

ではない。「岩手大学がいし'Jである。特別奨学生の推
薦をしていただいたのも担任の先生であった。

人HlJ としての生き方を示したり、 ~ô従の家庭の~jlti'í も

知った上で進路指準をしたりする教r.iliになろうと、その

|時決也、した。

3 岩手大学に入学してよかった

昭和36'1'-4月、慌れの大学の門をく ぐった。「学芸学

部」のt;，林のためか、教r.iliを目指さない人もいたが、大
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県教育委員長 八重健 勝

ブJは教師になった。就職支援は現在ほど懇切了箪ではな

く、先輩に聞いたり、同僚と相談したりして自分で開拓

しなければならなかった。自立心があったといってもい

U 、。
秘義はもちろん、サー クルitiÍfUJや ~iでの集団生活、ア

ルバイト等も「教問iJ になるためのi~. :!fIな体験になった。

4 週間の教育~習は楽しかった。 w校したその日に、

配属学級の先生から教刺i!:を波され、 IIY:j日から授業を

やって下さい」と言われた。美術が専門のその先生は、

校内事情により自分の学級だけ「医1 ~1tJ を担当 していた0

i\~lmìは大変だったが、かなりの時間を授業実習する こ と

になった。配属学級の子どもたちとは相当貌宮になるこ

とができた。 別れがつらかったのは当然である。 教育~

官lは教師になる重大な転機になった。教平|の指導はもち

ろん、生徒理llJiJlIを深める大事な機会である。

その後何年かして実習校に勤めることになるとは事'に

も思わなかった。

サーク Jレ活動の一環として、 12の合住iで地方の小学校

を訪11.日したことがある。子どもたちゃ先生方とたっぷり

触れ合うJ島市があった。その時のベテランの先生の「君

はいい先生になれる!Jという一言が忘れられない。自
信を与える一言は人生を変えることがある。

昭和140il'-4丹、lIi!jれて岩手県の公立中学校の教員に

なることができた。以来38年間l、以内の学校や教育委

民会に初Jめ、平成 15年3月、定年でil'!l傑した。中学時

代からの裂巳であった 「教師」になれたのは、 岩手大学の

おかげである。

4 岩手大学にお手伝いできて

(1) 1生徒指導」を担当
平成 17年10月、 「谷口」を1'1命し、「生徒指導」を担



当することになった。大学生対象の授業は初めてであっ

たが、生徒指導をめぐる諸問題について、「教師として」

どう対応したらよいか、教師にならない人は「大人とし

てJi親として」どう対処すべきかを説いた。これまで

の体験や新聞記事等を使いながら、具体的に、実践的に

話を進めた。実話をもとにした事例などに、学生の反応

はよかった。学校現場で役立つものを彼らは求めていた。

(2) r教職入門Jを担当
「北桐」第48号(平成21年3月)で加藤義男教育学

部長(当時)が、教育学部のカリキュラム改革について

詳細に述べられているo 特にも「実践的指導力の育成J

を強化しようとしていることに大いに賛意を表したい。

「教職入門Jは新入生全員に対して望ましい教師像等

について指導する科目として、十数人の先生方が担当し

ており、すばらしい取り組みである。

私は15時間のうち2時間分を担当した。「教師の魅力・

役目Ji教師になるために4年間をどう過ごすか」等を

主として講義した。

教師の喜び、大変さ。卒業後も彼らの支えになれるや

りがい。大学4年間のすべてが学びの場であること。本

や新聞を読むこと等について、熱く語ったつもりである。

打てば響く学生たち一一講義を通じて感じた彼らへの

印象である。教師にならない、迷っているという学生も

約3割いた。その彼らも将来どういう社会人、どんな親

になるかを念頭において受講したようであるo

どんな人間になってほしいか、どんな教師になってほ

しいか、「教える側の熱い思しりがあれば、学生の心を

引きつけ、学生の姿勢を変えることができると確信した。

学生の感想の一部を紹介する。

教師というのはただ「学校の先生」ではないと思

いました。恩師と教え子というのは、教育の現場を

超えて強いつながりがあり、それは一生続くものだ

ということを、先生の講義から感じました。

前回の講義ではまだスクールカウンセラーか教師

か迷っていましたが、先生の講義を聞いて思いまし

た。「先生になりたい」と。

とくしゅう・

改めて教師になることに魅力を感じられる講義で

あった。最近のメディアによる情報から得られるこ

とは、教師という職業は大変であるという印象しか

持てなくて、教師になる自信が持てないでいたが、

前回、今回の講義、あるいは他の講義を通じて、自

分の教え子との関係について、うらやましく感じら

れ、私もそのような教師になりたいと思った。その

ために今から、子どもと触れ合う機会があれば積極

的に参加し、また自分を高める努力を続けたい。

5 終わりに一一学部挙げて教員養成を

教職への道は、依然として狭き門ではある。しかし、

教師を目指して入学した彼らの願いを実現させるのは大

学の責務であるo

全国どこに採用されようとも「使える!Jと言われる

人間にしたい。そして、教育界をリードしていくような

教師として育成したい。即戦力のある教員を養成するた

めに学部を挙げて更に力を注いでほしい。

①人間として、教師として魅力ある人に。良きにつけ、

悪しきにつけ、教師の一言が子どもの一生を左右する

ことがあるo 子どもや保護者に尊敬され、信頼される

ような人間に育てたい。

②学び続ける人闘を育てる。学び続ける人間のみが子

どもの前に立つ資格があることを学生時代に育てた

し、。

③ 社会人としてのマナーを身につける。きちんと挨拶

ができない、服装が悪い、手紙一本書けないなど若者

に対する指摘がある。学生生活を通じて社会人として

のマナーを身につけさせたい。それは教師になる第一

歩である。

(昭和39年度甲一類国語科卒業)
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